
■主催・連絡先 ： 一般財団法人 都市農地活用支援センター 普及部
〒101-0032 東京都千代田区岩本町3-9-13 岩本町寿共同ビル ４階
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■ 定 員 ： ２０名（申込先着順）
■ 受講料 ： ３,０００円
■ 申込方法： ホームページの案内からお申込みください（peatixを通じ原則事前支払いとなります）

※peatixによるお申込みが難しい方はご相談ください。

都市農地センター
ホームページ

近年、公有地を利用して農空間が創出されている例を題材に管理・利用のための制度等を
採り上げます。
第１部では、公有地の管理方法の一つとして、今年期間限定で開設された「原宿はらっぱ

ファーム」（東京都渋谷区）の現地にて、施設や活動の説明を行います。
第２部では、屋内で専門家より、公有地の利用にあたっての開設に至るまでの経緯、管理

運営上の条件、土地の利用に関する制度の枠組み等について解説する講義を行います。
ご関心のある方は是非ご参加ください。

〇公有地利用事例の現地見学

「原宿はらっぱファーム」の施設や活動内容について

① 経緯－公有地の利用実現に至るまでの経緯

② 制度－公有地の利用に関する法制度の枠組み

③ 管理ー管理運営上の条件等

＜講師＞ NPO法人コンポスト東京
代表理事安西美喜子氏（はらっぱファームプロジェクトリーダー）

第２部
講義

16:00～
17:45

第1部
現地見学
14:30～
15:30

＜講師＞
① 佐藤啓二氏 （都市農地活用支援センター前・常務理事）
② 櫻田直樹 （都市農地活用支援センター 主任研究員）
③ 安西美喜子氏（前出）

2025年度 都市農地活用実践ゼミナール 開催案内



■ 講師プロフィール

● 現地見学（集合場所）

原宿はらっぱファーム

（東京都渋谷区神宮前 ３-３５-９）

● 講義  （解散場所）

 SCC 千駄ヶ谷ｺ ﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

（東京都渋谷区神宮前 １-１-１０）

③ 安西 美喜子氏 はらっぱファームプロジェクトリーダー
／ NPO法人コンポスト東京代表理事

自然豊かな佐渡島での17年の暮らしや、ネイティブアメリカンからの学びを原点に、都市に
おける循環型の暮らしを実践。2025年は東京都渋谷区を拠点に都市型共創ファーム「原宿はら
っぱファーム」の運営に注力。コンポスト東京では、コミュニティガーデンやコミュニティコン
ポストの普及に取り組んでいる。特に、未活用有機物を堆肥化し、地域で循環させるための「コ
ミュニティコンポストマスター制度」の構築を進めている。実践を通して、人と自然、人と人を
つなぐ場づくりに取り組み、都市における新しい循環型コミュニティの可能性を広げている。

② 櫻田 直樹 （都市農地活用支援センター 主任研究員）

株式会社都市環境研究所を経て1992年に財団法人日本不動産研究所に入所。2025年1月より
都市農地活用支援センター。技術士(建設部門 都市及び地方計画)、不動産鑑定士、一級建築士
「コンパクトシティを問う」(プログレス/2019年)等。
〔講義内容について〕渋谷区神宮3丁目に位置する「原宿はらっぱファーム」は国有財産に関す
る法制度に従って実現された事例である。そこで、当該事例を模して他地域でも展開する場合
を考慮し、国有地等の公有地を民間主体が活用する場合の基本的な法制度の枠組みを概説する。

① 佐藤 啓二氏 （都市農地活用支援センター前・常務理事）

盛岡市出身。1974年東北大学大学院（建築）MC修了、建設省入省。区画整理、住宅建設、
都市防災等に携わると共に、自治体、URに出向しまちづくりの第一線に立つ。
2007年から2025年７月まで都市農地センターに勤務。 都市農地の調査研究やアドバイザー派
遣事業を担当。著書『ケース別農地の権利移動･転用可否判断の手引き』（2017年）、『一問
一答新しい都市農地制度と税務』（2018年）、『コンパクトシティを問う』（2019年）、
「都市の農を考える」（ プログレス/ 2024 ）。「市民緑農地」を提唱

■ 会場案内
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